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今
回
は
、
日
本
仏
教
鑽
仰
会
を
訪

ね
、
中
山
静
麿
理
事
長
及
び
中
山
準
事

務
局
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

日
本
仏
教
鑽
仰
会
の
前
身
は
、
昭
和

十
五
年
中
山
理
々
初
代
理
事
長
の
発
意

に
よ
り
日
本
仏
教
国
有
研
究
会
が
設
立

さ
れ
、
現
在
ま
で
活
動
を
続
け
て
い

る
、
非
常
に
歴
史
の
長
い
団
体
で
す
。

―
貴
団
体
の
活
動
で
、
継
続
的
に
、
ま

た
特
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
点

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

こ
の
「
日
本
仏
教
國
有
研
究
會
」
は

昭
和
十
六
年
に
「
日
本
仏
教
鑽
仰
會
」

と
改
称
し
、
昭
和
二
十
一
年
財
団
法
人

と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
の
目
的
は
、「
広
く
一
般
国
民

に
対
す
る
仏
教
精
神
の
高
揚
を
図
る
こ

と
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
の
取
り
組

み
と
し
て
、
専
門
講
座
を
毎
月
定
期
的

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
「
仏

教
カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う

名
称
で
、
各
界
か
ら
ご
協
力
を
頂
い
て

講
師
の
先
生
を
招
聘
し
、
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。（
聴
講
費
千
円
）

過
去
に
お
い
て
は
「
ア
ジ
ア
の
仏
教

を
聞
く
会
」「
親
鸞
聖
人
を
お
も
う

会
」「
聖
徳
太
子
義
疏
の
会
」
等
、
特

定
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
た
講
演
会
を
数
年

に
渡
っ
て
開
催
し
、
大
阪
に
お
い
て
も

講
座
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

特
別
講
座
を
、
今
後
も
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
設
立
当
時
の
昭
和
十
六
年
の

時
局
は
、
日
中
戦
争
の
真
っ
最
中
で
あ

り
ま
し
た
。

「
怨
親
平
等
」の
教
え
に
従
い
、
日
中

両
国
戦
死
者
の
追
弔
法
要
と
し
て
「
第

一
回
怨
親
平
等
お
盆
ま
つ
り
」
を
昭
和

十
六
年
七
月
十
六
日
に
勤
修
し
、
二
千

五
百
名
の
参
詣
者
が
詰
め
か
け
た
、
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
参
詣
者
の
中

に
は
、
在
京
の
中
国
や
イ
ン
ド
を
は
じ

め
、
ア
ジ
ア
各
国
の
方
々
の
姿
も
多
く

み
ら
れ
、
大
変
意
義
深
い
法
要
で
あ
っ

た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
、「
怨
親
平
等
お
盆
ま
つ
り
」

は
戦
中
・
戦
後
に
や
む
な
く
中
止
に
な

っ
た
年
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外

は
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
第
六

十
七
回
を
数
え
ま
す
。

戦
後
に
「
世
界
平
和
お
盆
ま
つ
り
」

「
都
民
お
盆
ま
つ
り
」
と
改
名
さ
れ
、

現
在
で
は
「
東
京
お
盆
ま
つ
り
」
と
称

し
て
い
ま
す
。

中
山
理
々
初
代
理
事
長
は
、
全
日
本

仏
教
会
創
設
の
際
も
、
発
起
人
の
一
人

と
し
て
各
宗
の
和
合
に
力
を
尽
し
、
発

会
後
は
自
ら
も
国
際
局
長
と
し
て
世
界

仏
教
徒
会
議
開
催
等
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
各
宗
和
合
の
精
神
が
、
現

在
も
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

―
今
後
の
仏
教
界
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
指
針
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

僧
侶
に
は
、
自
分
の
信
じ
て
い
る
教

え
を
大
衆
に
伝
え
る
「
布
教
」
と
い

う
、
非
常
に
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
「
布
教
」
の
方
法
と
は
、
実

際
の
世
相
・
状
況
に
即
し
て
説
法
等
の

布
教
を
行
う
「
現
実
主
義
」、
あ
く
ま

で
も
理
想
を
追
求
す
る
「
理
想
主
義
」

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
二
十
一
世
紀
を
考
え
て

い
く
と
、
僧
侶
は
「
現
実
主
義
」
に
力

を
入
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

理
想
を
説
く
の
も
確
か
に
非
常
に
重

要
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
情
報
化

社
会
の
現
代
に
お
い
て
、
自
分
に
で
き

る
範
囲
を
超
え
た
説
法
を
行
っ
て
は
、

「
口
だ
け
の
僧
侶
」
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
に

《
第
三
十
回
》
日
本
仏
教
鑽
仰
会

加
盟
団
体
を
ゆ
く
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で
き
る
範
囲
の
活
動
及
び
説
法
を
き
ち

ん
と
行
っ
て
ゆ
く
事
が
、
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

仏
教
に
は
、
戒
律
と
い
う
道
徳
に
近

い
も
の
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。
一
例
を

あ
げ
る
と
『
七
仏
通
誡
偈
』（『
諸
悪
莫

作

衆
善
奉
行

自
浄
其
意

是
諸
仏

教
』
―
す
べ
て
悪
し
き
こ
と
を
な
さ

ず
、
善
い
こ
と
を
行
な
い
、
自
己
の
心

を
浄
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
諸
の
仏
の
教

え
で
あ
る
ー
）
等
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
道
徳
で
さ
え
、

百
パ
ー
セ
ン
ト
守
れ
る
か
と
い
う
と
な

か
な
か
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

自
分
の
心
も
完
全
に
「
無
」
と
は
言

え
な
い
。
そ
の
自
分
の
立
場
を
見
つ
め

つ
つ
、
布
教
を
行
っ
て
行
く
事
が
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
昨
今
の
様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い

て
、
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
思
い
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

昨
今
、
悲
惨
な
事
件
や
詐
欺
等
が
巻

き
起
こ
る
背
景
に
は
必
ず
個
人
の
心
の

問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

原
因
の
一
つ
に
は
、
教
育
で
自
由
を

教
え
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。「
個
人
主

義
」
が
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
、
勝
手
主

義
、
利
己
主
義
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
、
公
的
機
関
の
極
端
な
ま
で
の

宗
教
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り
教
育
の
場
か

ら
宗
教
的
な
事
を
排
除
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

人
間
、
一
人
で
生
き
て
い
け
る
人
は

誰
も
い
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
て
き
た
人

は
、
い
つ
か
必
ず
死
に
ま
す
。
し
か

し
、
現
代
を
生
き
る
人
々
は
よ
り
ど
こ

ろ
を
見
失
い
、
全
く
心
が
整
理
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

原
因
が
あ
る
か
ら
、
結
果
が
あ
る
。

両
親
が
生
ん
で
く
れ
た
か
ら
、
自
分
が

い
る
。
し
か
し
、
両
親
の
葬
儀
は
面
倒

だ
か
ら
「
直
葬
」
に
し
て
し
ま
う
。

葬
儀
は
、
故
人
に
感
謝
や
哀
悼
の
意

を
示
す
場
で
あ
る
と
共
に
、
故
人
を
偲

ん
で
人
々
が
集
ま
り
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
を
生
む
場
で
も
あ
り
ま
す
。

経
典
の
中
に
、
い
く
つ
か
地
獄
に
つ

い
て
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

に
、「
叫
喚
地
獄
」
と
い
う
地
獄
が
ご

ざ
い
ま
す
。
生
き
て
い
る
間
の
罰
を
受

け
、
拷
問
さ
れ
号
泣
、
叫
喚
す
る
地
獄

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
地
獄
は
「
叫
喚
」、
泣

き
叫
ぶ
の
が
つ
ら
い
の
で
は
な
く
、
泣

き
叫
ん
で
も
誰
も
来
な
い
「
孤
独
」
こ

そ
が
地
獄
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、

人
と
人
の
繋
が
り
が
全
く
な
く
、
隣
の

住
人
が
孤
独
死
し
た
ら
し
い
、
と
い
う

話
を
最
近
よ
く
聞
き
ま
す
。「
ら
し
い
」

と
い
う
の
は
、
葬
儀
も
何
も
し
な
い
の

で
「
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
」
と
い
う
話

を
人
伝
え
に
聞
い
た
だ
け
だ
と
い
う
の

で
す
。

こ
れ
が
ま
さ
し
く
、
現
代
の
「
地

獄
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
個
人
主
義
」「
自
由
主
義
」
に
基
づ

き
、
勝
手
気
ま
ま
に
人
生
を
送
っ
て
き

た
結
果
、
気
が
付
く
と
孤
独
に
な
っ
て

し
ま
い
、
死
し
て
も
な
お
孤
独
に
さ
い

な
ま
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
非
常
に
つ

ら
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
訳
で
す
。

世
の
中
を
直
す
事
は
、
す
な
わ
ち
個

人
個
人
の
目
覚
め
を
促
す
し
か
な
い
と

考
え
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
仏
教
者

は
大
い
に
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
で

す
。
仏
教
を
は
じ
め
と
し
て
宗
教
は
大

き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―（
財
）全
日
本
仏
教
会
へ
の
ご
要
望
や

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

全
日
本
仏
教
会
は
、
事
業
そ
の
も
の

を
独
自
に
起
こ
し
て
展
開
す
る
よ
り
、

各
団
体
間
の
連
携
強
化
・
広
報
協
力
等

に
よ
り
、
各
団
体
が
力
を
発
揮
し
や
す

い
よ
う
に
調
整
を
し
て
頂
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

ま
た
、「
幸
福
の
正
体
と
は
？
」
等

の
、
全
仏
教
的
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
考

察
す
る
事
が
将
来
で
き
る
と
面
白
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
談
）

第67回東京お盆まつりの模様

ZENBUTSU２００９年１１月１日3



十
月
六
日
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
て

W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
第
六
回

合
同
役
員
会
議
、
第
七
十
六
回
執
行
役

員
会
議
が
行
わ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
小
林
正
道
W
F
B
副
会

長
（
常
務
理
事
）、
戸
松
義
晴
W
F
B

執
行
役
員
（
国
際
交
流
審
議
会
副
委
員

長
）、
正
本
乗
光
W
F
B
人
道
支
援
委

員
会
委
員
長（
国
際
交
流
審
議
会
委
員
）

お
よ
び
壽
山
良
光
国
際
部
長
、
藤
田
宗

玄
国
際
部
次
長
が
出
席
し
た
。

一．

第
六
回
合
同
役
員
会
議

明
年
（
二
○
一
○
年
）
五
月
二
十
三

日
の
W
F
B
創
立
六
十
周
年
に
際
し
て

タ
イ
本
部
で
の
記
念
法
要
お
よ
び
執
行

役
員
会
議
の
開
催
、
ま
た
十
一
月
ス
リ

ラ
ン
カ
で
の
第
二
十
五
回
世
界
仏
教
徒

会
議
開
催
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
た
。

昨
年
の
第
二
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会

議
日
本
大
会
で
本
会
が
提
案
し
承
認
さ

れ
た
、「
W
F
B
人
道
支
援
基
金
運
営

委
員
会
設
置
規
程
」
と
「
人
道
支
援
基

金
運
用
規
定
」
に
つ
い
て
は
、
本
会
提

出
の
原
案
が
承
認
さ
れ
、
会
長
に
よ
る

委
員
指
名
を
待
ち
、
委
員
会
を
近
々
に

設
置
し
、
実
働
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。

委
員
は
基
金
へ
の
拠
出
貢
献
実
績
の

高
い
地
域
セ
ン
タ
ー
よ
り
指
名
選
定
さ

れ
る
。
な
お
規
定
中
の
「
災
害
発
生
等

の
緊
急
時
に
は
会
長
・
委
員
長
の
合
意

で
事
業
執
行
が
可
能
」
で
あ
る
条
項
も

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
十
二
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
の
世
界
宗
教
会

議
（T

he
Parliam

ent
of
W
orld’s

Religions

）
に
つ
い
て
、
W
F
B
と
し

て
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

二．
第
七
十
六
回
執
行
役
員
会
議

W
F
B
財
務
担
当
よ
り
、
人
道
支
援

基
金
を
中
心
と
し
た
財
務
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
。
続
い
て
W
F
B
へ
の
新
規

加
入
申
請
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の

現
況
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
事
業
へ

の
協
力
依
頼
が
ネ
パ
ー
ル
代
表
よ
り
な

さ
れ
た
。

そ
の
他
、
台
湾
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

の
自
然
災
害
へ
の
現
地
セ
ン
タ
ー
の
復

興
支
援
の
様
子
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
た
。

三．

W
F
B
人
道
支
援
委
員
会

Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
九
つ
の
常
設
委
員
会
の
一

つ
で
あ
る
「
人
道
支
援
委
員
会
」
が
、

執
行
役
員
会
議
修
了
後
に
、
正
本
乗
光

委
員
長
、
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー

W
F
B
事
務
総
長
ら
が
出
席
の
下
、
開

催
さ
れ
た
。
協
議
の
結
果
、
こ
の
度
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
震
災
害
へ
の
対
応
に

重
点
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

カ
メ
リ
ア
・
ダ
ル
ワ
ン
委
員
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
）
所
属
セ
ン
タ
ー
の
緊
急
救

援
チ
ー
ム
「
カ
ル
ナ
・
ミ
ッ
タ
」
か
ら

の
被
災
地
調
査
報
告
を
待
っ
て
、
正
本

乗
光
委
員
長
か
ら
W
F
B
本
部
に
支
援

計
画
を
提
示
。
緊
急
時
で
あ
る
た
め
、

今
回
、
新
た
に
設
置
の
「
人
道
支
援
基

金
運
営
委
員
会
」
の
委
員
長
（
現
在
パ

ン
ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
Ｗ
Ｆ
Ｂ
会
長
の
指
名

待
ち
）」と
パ
ン
Ｗ
Ｆ
Ｂ
会
長
の
合
議
の

下
、
基
金
を
「
カ
ル
ナ
・
ミ
ッ
タ
」
へ

拠
出
す
る
方
向
と
な
っ
た
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
W
F
B
と
し
て
現
地
視
察

を
行
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

W
F
B
第
六
回
合
同
役
員
会
議
・
第
七
十
六
回
執
行
役
員
会
議
報
告

執行役員会議の模様

B
N
N
主
催
公
開
セ
ミ
ナ
ー

十
月
一
日
、
慶
応
大
学
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
於
い
て
B
N
N
（
仏
教
N
G
O

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
主
催
の
公
開
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
「
仏
陀
銀

行
」
を
展
開
す
る
四
方
僧
伽
代
表
・
井

本
勝
幸
師
と
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学

部
長
・
塩
澤
修
平
教
授
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
。

仏
陀
銀
行
は
仏
教
の
理
念
に
基
づ
き

発
展
途
上
国
の
貧
困
に
苦
し
む
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
に
無
担
保
で
小
規
模
融
資
を

し
、
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
融
資

は
原
則
一
口
あ
た
り
五
十
万
円
を
上
限

と
し
、
融
資
額
の
八
割
か
ら
九
割
を
国

家
通
貨
で
行
い
、
残
り
を
地
域
通
貨

（
B
D
・
ボ
ー
デ
ィ
ー
）
で
行
っ
て
い

る
。
地
域
通
貨
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
取
引
が

で
き
、
そ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生

ま
れ
、
慈
悲
に
基
づ
く
自
立
し
た
地
域

を
作
る
こ
と
が
出
来
る
等
の
利
点
が
説

明
さ
れ
た
。

井
本
師
の
説
明
を
受
け
、
塩
澤
教
授

よ
り
「
大
手
銀
行
は
個
人
を
特
定
し
調

査
を
す
る
と
い
う
作
業
が
非
常
に
難
し

い
。
今
後
、
仏
陀
銀
行
を
広
く
展
開
し

て
い
く
に
あ
た
り
、
顔
の
見
え
る
世
界

で
融
資
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か
。

又
、
地
域
通
貨
で
は
な
く
、
国
家
通
貨

を
上
手
く
使
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
仏
陀

銀
行
の
課
題
が
提
示
さ
れ
た
。

4２００９年１１月１日



第
三
十
二
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
報
告

十
月
七
日（
水
）、
大
型
の
台
風
が
本

州
に
接
近
し
、
雨
が
落
ち
る
中
、
秩
父

宮
記
念
市
民
会
館
（
秩
父
市
）
に
お
い

て
第
三
十
二
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
『
共
に

歩
も
う
仏
の
道
』。
参
加
者
は
県
内
各

地
か
ら
約
六
百
人
。
主
管
で
あ
る
秩
父

支
部
の
町
田
廣
文
実
行
委
員
長
の
歓
迎

の
こ
と
ば
で
開
会
。
続
い
て
地
元
の
秩

父
幼
稚
園
園
児
に
よ
る
献
灯
献
花
が
行

わ
れ
、
藤
田
得
三
県
佛
会
長
を
導
師
に

記
念
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。
法
要
終
了

後
、
藤
田
会
長
か
ら
主
催
者
挨
拶
、
そ

し
て
来
賓
挨
拶
と
し
て
全
日
本
仏
教
会

の
深
澤
信
善
事
務
総
長
並
び
に
秩
父
市

長
（
代
行
）
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。開

会
行
事
後
の
記
念
講
演
で
は
、
講

師
に
元
駒
澤
大
学
総
長
の
大
谷
哲
夫
師

を
迎
え
、『
道
元
禅
師
の
御
生
涯
』
―

映
画
「
禅
・
Z
E
N
」
を
撮
り
終
え
て

―
と
題
し
、
一
時
間
半
に
わ
た
り
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
映
画
「
禅
・
Z
E

N
」
の
原
作
『
永
平
の
風
・
道
元
の
生

涯
』
の
原
作
者
と
し
て
、
映
画
撮
影
の

裏
話
や
道
元
禅
師
の
お
こ
と
ば
を
交

え
、
現
代
社
会
に
仏
教
を
活
か
し
て
生

き
て
い
く
大
切
さ
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
の
記
念
公
演
で
は
、
地
元

の
伝
統
芸
能
で
あ
る
小
鹿
野
歌
舞
伎
が

上
演
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
紹
介

さ
れ
る
小
鹿
野
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
温
か
み
の
あ
る
舞
台
は
、
参

加
者
か
ら
お
ひ
ね
り
が
飛
ぶ
ほ
ど
好
評

で
あ
っ
た
。

本
大
会
は
昭
和
五
十
二
年
に
本
県
で

開
催
さ
れ
た
、
第
二
十
五
回
全
日
本
仏

教
徒
会
議
埼
玉
大
会
を
契
機
に
翌
年
か

ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
埼
玉
県
内

を
東
西
南
北
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

持
ち
回
り
で
開
催
。
本
年
は
北
部
地
区

が
担
当
し
て
お
り
、
北
部
地
区
に
限
ら

ず
、そ
の
他
の
地
区
か
ら
も
大
勢
の
参
加

者
が
あ
っ
た
。（
報
告

埼
玉
県
佛
教
会
）幼稚園児による献灯・献花

「
第
二
十
九
回

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」開
催
さ
れ
る

九
月
十
八
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

主
催
「
第
二
十
九
回

千
鳥
ヶ
淵
全
戦

没
者
追
悼
法
要
」
が
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
に
て
開
催
さ
れ
た
。

十
二
時
三
十
五
分
か
ら
、
本
願
寺
築

地
別
院

豊
原
大
成
輪
番
（
本
会
理
事

長
）
の
開
会
挨
拶
で
「
つ
ど
い
」
が
始

ま
り
、
仏
教
賛
歌
・
記
念
布
教
（
布
教

使

遠
山
博
文
師
）
・
宗
門
関
係
学
校

の
中
高
生
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
文
、

京
都
女
子
学
園
京
都
女
子
中
学
三
年

青
木
晶
子
さ
ん
「
仏
教
に
お
け
る
い
の

ち
の
つ
な
が
り
と
戦
争
」・
鎮
西
敬
愛

学
園
敬
愛
高
等
学
校
三
年

釜
田
彩
花

さ
ん
「
失
わ
れ
て
い
く
い
の
ち
」
が
そ

れ
ぞ
れ
朗
読
。
引
き
続
き
、
駐
日
各
国

大
使
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ら
れ
た
。

十
三
時
三
十
分
よ
り
、
大
谷
光
淳
新

門
様
の
ご
焼
香
の
後
、
橘
正
信
総
長
の

お
導
師
で
法
要
が
勤
め
ら
れ
た
。
お
勤

め
中
、
各
国
駐
日
大
使
・
政
財
界
関
係

者
・
宗
教
団
体
関
係
者
・
本
願
寺
派
関

係
者
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
お
焼
香
。
本
会

よ
り
、
中
村
澄
枝
広
報
文
化
部
長
が
宗

教
団
体
関
係
者
と
し
て
参
列
し
た
。

法
要
後
、
橘
正
信
総
長
は
「（
略
）

こ
の
ご
法
要
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
い
の
ち

の
尊
さ
を
確
か
め
合
い
、
戦
争
と
い
う

痛
ま
し
い
あ
や
ま
ち
を
二
度
と
繰
り
返

す
こ
と
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に

む
け
た
決
意
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。（
略
）
平
成
二
十
三
年
に
お
迎
え

す
る
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法

要
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
世
の
中
安
穏
な

れ
』
と
い
う
宗
祖
聖
人
の
ご
遺
訓
を
体

し
、
揺
る
ぎ
な
き
法
灯
の
も
と
、〝
非

戦
・
平
和
〞〝
い
の
ち
の
尊
さ
〞
を
訴

え
続
け
て
い
く
不
断
の
努
力
を
重
ね
、

自
他
と
も
に
こ
こ
ろ
豊
か
に
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
平
和
な
世
界
の
実
現
に
む

け
た
取
り
組
み
を
と
も
ど
も
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。」
と
、
挨
拶
を
締

め
括
っ
た
。

曇
天
の
中
、
二
千
数
百
名
の
参
拝
者

が
参
列
。
毎
年
、
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
苑
で
修
行
さ
れ
る
「
全
戦
没
者
追

悼
法
要
」
の
意
義
を
深
く
感
じ
た
こ
と

と
思
う
。

開会挨拶をする豊原大成輪番（本会理事長）
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〝
初
の
試
み
‼

全
葬
連
の
研
修
会
に

講
師
と
し
て
出
講
〞

九
月
十
八
日（
金
）標
記
セ
ミ
ナ
ー
が

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
で
開
催
さ

れ
た
。

過
日
、
東
京
會
舘
に
於
い
て
全
日
本

葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
全

葬
連
）
代
表
者
と
本
会
代
表
者
と
の
第

一
回
懇
談
会
を
開
催
（
全
仏
誌
四
月
五

四
八
号
に
掲
載
）
の
折
、
全
葬
連
側
か

ら
当
連
合
会
企
画
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に

講
師
と
し
て
招
聘
し
た
い
旨
の
依
頼
が

あ
り
、
今
回
の
開
催
の
運
び
と
な
っ

た
。講

師
は
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
事
務

局
長
の
新
倉
典
生
師
。
僧
侶
と
葬
祭
業

者
と
の
交
流
は
地
域
に
よ
っ
て
温
度
差

が
あ
る
。
前
述
の
両
組
織
間
の
懇
談
会

に
お
い
て
話
し
合
わ
れ
た
課
題
の
克
服

の
一
環
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
仏
教
会
と
全
葬
連
加
盟
の

都
道
府
県
協
同
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
交
流
を
深
め
、
諸
問
題
を
認
識
・

共
有
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
（
檀
家
）

と
の
ト
ラ
ブ
ル
或
は
不
信
感
を
少
し
で

も
克
服
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
内
容
は
左
記
の
と
お
り

講
演
①

消
費
者
向
け
葬
祭
サ
ー
ビ
ス

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

講
演
②

葬
祭
事
業
者
の
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
と
は
〜
遺
族
の
悲
哀
に
向
き
合
う

〜
講
演
③

お
葬
式
の
在
り
方
を
考
え
る

〜
寺
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
〜

講
演
④

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
業
界
の
変
還

か
ら
見
る
葬
祭
業
界
の
今
後
を
占
う

〜
ジ
ミ
婚
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ハ
ウ

ス
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
へ
の
消
費
者
心
理

の
変
化
に
つ
い
て
〜

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕

変
わ
る
消
費
者
の
意
識
葬
祭
業
界
の
変

革
〜
こ
れ
か
ら
の
顧
客
が
望
む
こ
と
〜

講
師
の
新
倉
師
は
「
講
演
③
」
を
担

当
。
現
代
の
葬
儀
告
別
式
に
つ
い
て
、

祈
り
（
供
養
）
の
儀
式
と
習
俗
的
な
儀

式
と
に
分
け
て
説
明
。
ま
た
直
葬
に
つ

い
て
は
、僧
侶
へ
の
信
頼
感
の
低
下（
寺

離
れ
）、
死
生
観
の
変
化
（
生
と
死
の

乖
離
）、
経
済
的
理
由
等
に
つ
い
て
述

べ
、
さ
ら
に
葬
儀
に
お
い
て
、
派
遣
僧

侶
の
立
場
と
一
般
的
な
菩
提
寺
の
住
職

の
立
場
と
の
違
い
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
た
。

参
加
者
は
、
全
国
各
地
か
ら
参
集
し

た
葬
祭
業
者
で
四
十
名
程
で
あ
っ
た
。

講
演
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
課

題
（
布
施
等
）
は
と
も
か
く
、
僧
侶
か

ら
見
た
葬
儀
の
在
り
方
が
参
加
者
に
伝

わ
っ
た
よ
う
で
、
主
催
者
側
も
企
画
が

成
功
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。

ま
た
、「
講
演
④
」
の
内
容
に
非
常

に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
た
。
講
師
の
岩
本

博
氏
は
リ
ク
ル
ー
ト
在
職
中
に
結
婚
情

報
誌
『
ゼ
ク
シ
ィ
』
を
発
刊
さ
せ
、
現

在
は（
株
）エ
ス
ク
リ
（
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
の
代
表
取
締
役
で

あ
る
。

岩
本
氏
は
結
婚
式
で
の
顧
客
の
満
足

度
も
上
げ
る
為
の
企
業
内
の
努
力
を
例

に
挙
げ
「
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
業
界
は
結
婚

式
を
や
ら
な
い
と
い
う
選
択
肢
が
あ

る
。
葬
儀
業
界
は
解
ら
な
い
が
、
葬
儀

の
意
味
を
浸
透
さ
せ
る
努
力
は
必
要
で

は
な
い
か
？
」
な
ど
、
異
業
種
か
ら
の

見
方
に
は
、
つ
い
つ
い
聞
き
入
っ
て
し

ま
っ
た
。

「
第
一
回
実
践
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

（
八
月
十
一
日
〜
十
月
十
日
）

【
特
別
会
員
】

信
州

善
光
寺
事
務
局

【
団
体
会
員
】

（
財
）ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

【
個
人
会
員
】

西
村

輝
成
（
東
京
都

信
松
院
）

境
野

哲
秀
（
東
京
都

本
照
寺
）

（
敬
称
略
）

ご
入
会
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
賛
助
会
員
要
綱
・

申
込
書
な
ど
が
閲
覧
・
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き

ま
す
。

http
://w

w
w
.jbf.ne.jp

全
国
の
ご
寺
院
に
お
願
い

個
人
の
入
会
に
あ
っ
て
は
、
入
会
希
望
者
の

菩
提
寺
の
推
薦
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

加
盟
団
体
傘
下
の
各
ご
寺
院
の
皆
様
に
は
ご

負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
九
月
十
一
日
〜
十
月
十
日
）

新
潟
県
仏
教
会

顕
本
法
華
宗

時
宗

北
条
仏
教
会
（
愛
媛
県
）

（
敬
称
略
）

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仏
教
界
挙
げ
て
の
人
道
的
活
動
の
た
め
、
引

き
続
き
ご
協
賛
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
郵
便
振
替
】

口
座
番
号

０
０
１
１
０
―
９
―
７
０
４
８
３
４

口
座
名
義

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

※
銀
行
へ
の
お
振
込
み
を
ご
希
望
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

担
当

財
務
部

０
３
―
３
４
３
７
―
９
２
７
５（
代
）

全
日
本
仏
教
会
「
賛
助
会
員
」

入
会
者
一
覧

「
救
援
基
金
」
寄
附
者
名

6２００９年１１月１日



名
古
屋
市
は
、
戦
後
の
復
興
事
業
の
一

環
と
し
て
、
当
時
名
古
屋
市
寺
院
に
あ
っ

た
墓
地
を
平
和
公
園
内
に
集
約
し
た
。
昭

和
三
十
九
年
に
平
和
堂
が
建
設
さ
れ
、
そ

の
中
に
千
手
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
お

り
、
市
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

千
手
観
音
像
は
、
昭
和
十
六
年
に
南
京

日
中
友
好
記
念
と
し
て
南
京
市
よ
り
贈
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
本
会
の
前

身
で
あ
る
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
が
慶

讃
法
要
を
勤
め
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

今
回
、
名
古
屋
市
よ
り
過
去
の
経
緯
や

所
有
権
等
の
権
利
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
十
月
十
三
日
に
本
会
よ
り
深
澤

信
善
事
務
総
長
及
び
奈
良
慈
徹
総
務
部
長

が
現
地
を
訪
問
。
前
衆
議
院
議
員
（
民
主

党
）
河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
を
表
敬
訪

問
し
た
後
、
市
内
東
山
の
平
和
公
園
内
、

千
手
観
音
像
及
び
平
和
堂
を
視
察
し
た
。

名
古
屋
市
で
は
、
今
後
、
美
術
品
と
し

て
市
の
予
算
に
て
千
手
観
音
像
の
修
復
及

び
維
持
管
理
を
予
定
し
て
い
る
。

名
古
屋
市
平
和
公
園
内
平
和
堂
の

千
手
観
音
像
を
視
察

十
一
日
▼
朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
来
局

▼「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
対

す
る
抗
議
文
」
手
交
・
民
主

党
事
務
局
・
自
由
民
主
党
事

務
局
訪
問
（
衆
議
院
議
員
会

館
）

▼
無
料
法
律
相
談
室

十
七
日
▼
第
八
回
宗
教
教
育
推
進
委
員

会
▼
事
務
総
長
経
験
者
懇
談
会

▼
尾
道
仏
教
会
・
三
原
市
仏
教

会
訪
問

▼（
社
）日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
主

催
「
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
経
済

情
勢
」
講
演
会
出
席
（
新
宿

中
村
屋
）

十
八
日
▼
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
主
催

「
第
二
十
九
回
千
鳥
ヶ
淵
全

戦
没
者
追
悼
法
要
」参
列（
国

立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

▼
全
葬
連
主
催
「
第
一
回
実
践

フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ

ミ
ナ
ー
」
参
加
（
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

▼
第
四
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
栃
木
大
会
実
行
委
員
会

出
席
（
宇
都
宮
）

▼
サ
マ
ー
ダ
ボ
ス
会
議
i
n
大

連
報
告
会
出
席
及
び
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
日
本
統
括
担

当

土
屋
聡
氏
と
面
談
（
六

本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー

ア

カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
）

二
十
四
日
▼
B
N
N
企
画
委
員
会
出
席

（
庭
野
平
和
財
団
事
務
所
）

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
五
日
▼
人
道
調
査
室
松
本
氏
来
局

二
十
九
日
▼
広
報
委
員
会

▼
局
内
会
議

▼
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年

奉
祝
委
員
会
第
二
回
合
同

役
員
会
出
席
（
経
団
連
会

館
）

三
十
日
▼
浄
土
宗
第
九
十
八
次
定
期
宗

議
会
で
の
本
会
事
業
説
明

（
浄
土
宗
宗
務
庁
）

▼
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事

業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
編
集
作
業
立
合
い

一
日
▼
B
N
N
第
二
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー

出
席
（
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
）

二
日
▼
W
F
B
執
行
役
員
会
議
打
合
せ

五
日
▼
社
会
人
権
審
議
会
（
全
体
会
）

▼
日
本
宗
教
連
盟
第
三
回
理
事
会

出
席
（
新
宗
連
会
館
）

▼
W
F
B
執
行
役
員
会
議
出
席

（
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
）
至
八
日

▼
日
本
仏
教
鑽
仰
会
取
材

▼
日
本
生
命
来
局

六
日
▼（
財
）全
国
青
少
年
教
化
協
議
会

主
催
「
お
寺
の
公
益
性
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
〇
九
」

参
加（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

▼
西
武
ト
ラ
ベ
ル
来
局

七
日
▼
「
同
宗
連
」
主
催
「
第
二
十
四

回
教
団
行
政
責
任
者
研
修
会
」

参
加（
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
）

▼
第
三
十
二
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大

会
出
席
（
秩
父
宮
記
念
市
民
会

館
）

八
日
▼
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
、

佐
伯
氏
取
材
の
為
来
局

▼
無
料
法
律
相
談
室

九
日
▼
局
内
会
議

▼
朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
来
局

無料法律
相談室
長谷川正浩顧問弁護
士による、無料法律
相談を毎月第二、第
四木曜日の午後開催
しております。本会
事務総局０３（３４３７）９２７５
へ事前予約の上、お
来し下さい。

事
務
総
局
録
事

九
月
（
十
一
〜
三
十
日
）

十
月
（
一
〜
十
日
）

平和堂内の千手観音像
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